






　ヤギもヒツジもアジアで野生種から家畜化された動物で

す。家畜化はイヌよりは遅く、ウシ、ウマ、ブタよりは早かった

と考えられています。ヒツジは���品種以上存在し、世界中

で��億頭以上飼育されています。ヤギは���品種以上存在

し、�億頭以上が飼育されており、一部野生化している地域

もあります。おびひろ動物園で現在飼育中のヒツジは、短毛

種で顔の黒いサフォーク種と長毛種のテクセル種です。ヤギ

は置戸町やおびひろ動物園生まれで、すべて雑種です。

家畜と愛玩動物
Domestic Animals & Pet Animals

　南米に生息するテンジクネズミ科の野生種を家畜化した種で

す。本来は夜行性で、群れで暮らします。性格は温和で好奇心旺

盛ですが、怖がりでストレスに弱い動物です。仲間内で鳴き声を交

わすことでコミュニケーションをとっており、人間に対しても自分

の気持ちや要求を鳴いて表します。様々な毛色や毛質のバリエー

ションが魅力です。動物園では�品種を飼育しており、毛色も性格

も個性豊かなモルモットたちを身近に観察できます。モルモット

のふれあいも行っており、動物への接し方やいのちの大切さを学

ぶことができます。

　野生のアナウサギを家畜化したものをカイウサギと呼びま

す。おびひろ動物園ではミニウサギとネザーランドドワーフと

いう品種を飼育しています。野生下では群れで暮らしていまし

たが、気が強い性格や相性の問題もあるため、ペットとして複

数頭を一緒に飼育するのは難しい動物です。一見おとなしく

見えますが、感情表現が豊かで運動が好きです。鳴くことはほ

とんどありませんが、喜びや怒りを体で表現します。ウサギは

羽（わ）と数えるのが一般的です。
隅に集まるミニウサギたち

放牧中のヒツジヤギとヒツジ

サギウ

モルモット

様々な品種のモルモット

ヤギは高いところが好き



とかちの動物
Wildlife in Tokachi

エゾタヌキはおびひろ動物園の人気者

飼育室でくつろぐキタイイズナの雪月
（現在キタイイズナは飼育しておりません）

ゴマフアザラシのファミリー

エゾタヌキ

キタイイズナ

ゴマフアザラシ

　タヌキは北海道から九州まで分布していますが、北海

道に生息するものは、亜種エゾタヌキとして本州以南の

ホンドタヌキと区別されます。エゾタヌキは、頭骨の構造

がホンドタヌキと少し異なり、特に歯の構造からエゾタヌ

キの方が肉食傾向が強いと考えられています。また、エゾ

タヌキは冬眠しませんが、厳冬期に体の活性を下げて

「冬ごもり」をします。おびひろ動物園のエゾタヌキは�頭

の兄弟で保護されましたが、うち�頭は、繁殖などのため

に現在は円山動物園、旭山動物園にいます。

　イイズナはヨーロッパ全域、アジア北部、北米など北半球北

部に広く生息し、最も広い分布域をもつ哺乳類の１種であり、

世界最小の食肉類でもあります。北海道ではキタイイズナとい

う亜種が森林・平野部などに広く生息し、人家のそばにもしば

しば出現します。しかし、すばしっこく捕獲等も難しいため、日

本ではほとんど研究されていません。気性が荒く、自分よりも

大きな獲物にも襲い掛かるほど獰猛です。主な餌はネズミ類で

すが、リスやノウサギ、鳥の巣なども襲います。

　ベーリング海やオホーツク海などに生息し、冬にな

ると流氷と共に北海道周辺にやってきます。ゴマを散り

ばめたような模様が名前の由来ですが、仔は白い毛に

おおわれており、流氷の上で外敵から身を守る保護色

となっています。おびひろ動物園では�頭を飼育してお

り、若い個体ではプールに浮かぶ落ち葉や氷で遊ぶ様

子が見られます。ハズバンダリートレーニングにより触

診や爪切りを行っているため、見かけた際は静かに見

守ってください。



とかちの動物

ゾリスとエゾモモンガエ

ゾフクロウエ

　おびひろ動物園の園内には、飼育しているもののほかに、

野生のエゾリスやエゾモモンガが生息しています。

　エゾリスは園内でもっとも頻繁に見られる野生動物で、お

びひろ動物園と帯広畜産大学の共同研究で自動撮影カメラ

を園内に仕掛けた際も、一番よく写った動物です。おびひろ動

物園では野生のエゾリスに餌付けをしていませんが、自然の

餌で十分に生きることができ、繁殖もしています。

　園内に設置した巣箱は、高い頻度で野生のエゾモモンガに

利用されています。「モモンガ観察会」も開催され、エゾモモン

ガの出巣や滑空も園内で確認されています。また、おびひろ動

物園と帯広畜産大学の共同研究で、飼育しているエゾモモン

ガの音声を調べた結果、エゾモモンガが多くの音声パターン

を持つことがわかりました。

　フクロウは北海道から九州まで分布する留鳥

（渡りをせず、一年を通じて生息し、繁殖する鳥）

です。エゾフクロウは北海道に生息する亜種で、

本州以南のフクロウに比べて、淡い色合いをして

います。樹洞のほか、時にはカラスやタカ類の古

巣でも繁殖します。外からは隠れて見えませんが、

大きな耳の穴があり、獲物であるネズミの位置を

とらえます。リスやモモンガ、野鳥を襲うこともあ

ります。おびひろ動物園の個体は、巣から落ちる

などして弱って保護された傷病鳥です。

Wildlife in Tokachi

フリーフライト中のエゾフクロウ

観察会で樹洞からエゾモモンガが現れるのを待つ様子
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樹洞から顔を出す野生のエゾモモンガ


